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2022 年 3 月 12 日， 我 受 邀 參 加 政

治大學所舉辦的研討會，評論一篇關於灣

生一詞演變的論文，接著，又因臺北高校

即將迎接百週年校慶，而接獲臺師大來函

邀稿讓我談談臺北高校，在此，擬藉此文

介紹兩位臺高校友對灣生一詞的認識，並

談談灣生研究的課題。

「灣生」 一詞，泛指戰前在臺灣出

生的日本人，但灣生一詞廣為人所知，

卻是近幾年的事。記得 2009 年曾參加過

一場臺師大主辦的研討會，當時，突如其

來的灣生一詞，令在場的學界人士感到詫

異，十有八九不知道灣生的含意。

但 2022 年的今天，情況卻大不相同。

我設計了一份簡單的問卷，請臺灣大學臺

灣文學研究所張文薰老師針對她所開的大

學部通識課學生進行調查，20 份問卷中，

有 18 位同學知道何謂灣生，大多數同學

並表示之所以知道，是因為≪灣生回家≫

（書籍於 2014 年出版、2015 年上映紀

錄片）的發行，由此，可以看出灣生一詞

受到關注，始於 2015 年前後。而同學們

對灣生的印象，除了幾位同學認為是中性

詞，沒有特殊看法之外，概分為三類：①

遣送回國後受到歧視、②國家認同與鄉土

歸屬意識之間產生矛盾、③對臺灣的歸屬

感大於日本，令人感動。由這些回答可以

發現，≪灣生回家≫一書雖引發造假風

波，但其所形塑的灣生意象，對年輕世代

產生極大的影響。

灣生，其實是一個複雜的群體，有官

員、教員、醫師、技術人員、會社職員的

子女，也有響應日本政府海外拓殖墾荒的

農業移民者的子女，從事灣生研究，首先

必須釐清他們的背景、屬性及其境遇，才

能深入探討。
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臺北高校的日本校友多屬前者，校友

川平朝清先生是土生土長的灣生，我打電

話問川平先生知不知道灣生一詞時，他馬

上回答：「我就是灣生啊！」1927（昭

和二年）年出生的川平朝清先生表示，從

小父母就跟他說你是灣生，小學時代同

學們甚至會詢問對方是否為灣生，以確認

彼此的共同體意識。他說當時也有內地出

生的同學，但人數很少，他們以內地出生

自豪，而灣生也不遑多讓地以臺灣出生自

豪，這個用詞對他而言，不只親切，也代

表驕傲。日本戰敗，被遣送返國時，回到

沖繩的川平先生認為自己是去了沖繩，而

不是回到沖繩。他口口聲聲說自己就是灣

生，這不只說明了他的故鄉意識，更意味

著他對灣生之自我認同的肯定。

比川平先生低一個學年的園部逸夫先

生（日本戰敗後轉到第四高等學校）出生

於朝鮮，小學二年級才來臺灣，自稱不是

灣生，也笑說沒有「鮮生」這樣的名詞。

但在我看來，長時間在臺灣受教育的園部

先生，未嘗不能將其視為灣生。關於灣生

一詞，他說戰前就知道了，但同學之間是

否彼此確認出生地，則不太記得。當我問

及灣生是否帶有歧視的含意時，他告訴我

這句話並沒有正面或負面的特殊含意，不

過就是一個識別出生地的用詞罷了。他還

表示：灣生的父母被派到外地工作，擔負

國家的重要使命，怎麼會有人瞧不起在外

地出生的孩子？

上述兩位臺高校友是菁英分子，他們

的經驗或許有別於其他的灣生，也因此，

灣生研究的課題，必須蒐集更多不同背景

的個案加以分析，絕對不能一概而論。當

然，也必須注意灣生一詞的意象與評價，

往往跨越不同的時空，有著流動性的變

化。此外，從灣生自我認知的角度以及他

者對灣生認知的角度雙向進行探討，也有

其必要性。在我看來，所謂的「他者」，

包含戰前、戰後及當代非灣生的日本人及

臺灣人。因為「灣生」一詞的意象，是臺

日社會互相牽引所共同形成的產物，當事

者是否樂於使用這個用語，不僅跟灣生的

自我認同有關，也和他者對灣生的評價息

息相關。
大阪大學人文學研究科 

林初梅 教授

大阪大學大學院人文學研究科教授。專長為語言社會學、近現代臺灣研究。著有〈灣生日本人同窗會
及其台灣母校〉《戰後台灣的日本記憶：重返再現戰後的時空》（台北：允晨，2017 年）、〈台北
帝国大学の接収と延平学院の設立〉、《二つの時代を生きた台湾》 等論文。

林 初 梅
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2022 年 3 月 12 日、私は政治大学が
主催するシンポジウムに招待されて、湾生
という語の移り変わりに関する論文にコメ
ントしたのですが、引き続いて、台湾師範
大学から台北高校創立 100 周年にむけて、
台北高校について一筆依頼を受けましたの
で、よい機会だと思い、台北高校卒業生が
「湾生」という語をどう認識しているかを
紹介し、あわせて湾生研究の課題について
も語ることにしたいと思います。

「湾生」は、戦前台湾で生まれた日本
人のことを指す語ですが、湾生という語が
広く知られるようになったのは、ここ数年
のことです。2009 年に台湾師範大学主催の
シンポジウムに参加した時の出来事が記憶
に残っています。突如として現れた「湾生」
という語が、参加者を驚かせ、参加者の殆
どはその意味が分からなかったのです。

しかし 2022 年の今日、状況は大きく
異なっています。私は簡単なアンケートを
作って、台湾大学台湾文学研究科の張文
薫副教授に調査をお願いしました。学部
生向けに開講されている一般教育科目の受

二
人
の
台
北
高
校

出
身
者
の
「
湾
生
」
認
識

講生に回答してもらったのです。20 人の
学生のうち 18 人が湾生とは何かを知って
いました。その多くは『湾生回家』の発行
（2014 年出版、2015 年ドキュメンタリー
映画公開）をきっかけに湾生を知ったと答
えています。そこから、湾生が 2015 年前
後から知られるようになった語であること
が分かりました。また湾生という語の印象
について、学生たちは「良くも悪くもない
中立的な言葉であり、特別な考えはない」
とした数名を除き、およそ以下の 3 つに分
かれました。①送還された後、日本で差別
を受けた　②国家アイデンティティと郷土
意識の間に矛盾が生じた　③台湾への帰属
意識は日本に対してよりも強く、台湾人を
感動させる。そのような回答から、書籍版
には作り話も含まれていて台湾社会に大き
な波紋を引き起こしたのですが、それにも
関わらず、『湾生回家』が作り上げた湾生
のイメージは若い世代に大きな影響を与え
たことが感じとれました。

湾生は、実は複雑な集団です。湾生には
役人や教師、医師、技術職員、会社員の子ど
もがいる一方で、日本政府による農業開拓移

大阪大学大学院人文学研究科教授。専門は言
語社会学、近現代台湾研究。主要業績に「湾
生日本人同窓会とその台湾母校」『台湾のな
かの日本記憶』（東京：三元社、2016年）、「台
北帝国大学の接収と延平学院の設立」『二つ
の時代を生きた台湾』（東京：三元社、2021
年）など。

林 初 梅
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民の子どもも含まれています。湾生を研究す
るなら、まず彼らの背景や属性、その境遇を
きちんと整理する必要があります。

台北高校の日本人卒業生の多くは前
者に属しています。卒業生の川平朝清さん
は、台湾で生まれ育った湾生です。私は電
話で川平さんに、湾生という語を知ってい
ますかと尋ねると、川平さんはすぐに「私
は湾生ですよ！」と答えました。1927 年
（昭和 2 年）生まれの川平さんは、幼少
期よりご両親から自分は湾生だと聞かされ
ていたということでした。小学校時代、子
どもたちは、お互いに湾生かどうかを質問
し合い、仲間意識を確認してさえいたそう
です。当時内地生まれの友達もいたわけで
すが、人数は少なく、彼らは彼らで内地生
まれを自慢し、湾生も負けずに台湾生まれ
を自慢していたのだそうです。川平さんに
とって、湾生という語は、親しみを感じる
だけでなく、誇りでもありました。日本が
戦争に敗れて沖縄に送還された川平さん
は、沖縄には行ったのであって、帰ったの
ではないという気持ちだったそうです。川
平さんはしきりに自分は湾生だと仰ってい
ました。そのことは、台湾が生まれ故郷で
あるという意識を示しているだけでなく、
湾生であることこそ自分のアイデンティ
ティだと感じているということなのです。

川平さんより一学年下だった園部逸夫
さん（敗戦で四高に転校）にも電話して聞
いてみました。園部さんは朝鮮で生まれ、
小学校 2 年生で台湾に渡ったのだから自分
は湾生ではないと仰っていましたが、でも
「鮮生」という語はないのですと笑ってい
ました。しかし私からすると、長年台湾で
教育を受けた園部さんは、湾生として見な

してもよさそうです。「湾生」という語に
ついては、戦前からご存じだったそうです
が、友達同士でお互いに相手が湾生かを確
認したことがあったかどうかははっきり覚
えていないそうです。湾生という言葉に差
別的な意味合いがあるかどうか尋ねたとこ
ろ、「負の意味」などなく、ただ出身地を
識別するための用語にすぎなかったと仰っ
ていました。湾生の両親は外地に行って働
くという国家の重要な使命を担っているの
に、どうして外地で生まれた子どもを見下
す人がいるでしょうか。園部さんはそう仰
います。

台北高校出身者のお二人はエリートで
すから、その経験はほかの湾生とは異なっ
ているかもしれません。つまり湾生研究に
は、多くの異なる背景を持つケースを集め
て分析する必要があり、一概に論じること
はできないのです。もちろん、湾生という
語が持つニュアンスや評価が、時と場所に
よって流動的に変化することにも注意しな
ければなりません。それに、湾生の自己認
識、及び他者による認識という両面から検
討することも必要です。私の考えでは、所
謂「他者」とは戦前、戦後、現代の非湾生
日本人及び台湾人、つまり「湾生ではない
人」すべてです。というのも、「湾生」と
いう語のもつ意味の広がりは、日本と台湾
の双方の社会が互いを牽引し合って共同で
作り上げたものだからです。湾生自身が好
んで湾生という語を使うかどうかは、湾生
自らのアイデンティティだけに関わるもの
ではなく、他者の湾生に対する見方とも密
接に関係しています。

大阪大学人文学研究科 
林初梅 教授

（所澤潤 訳）
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